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Summary
　　This study is an investigation of the fruit characteristics of indigenous lines of Japanese wild grape (Vitis 
coignetiae Pulliat) grown at Yamagata Field Science Center of Faculty of Agriculture, Yamagata University. 
Eighty-three Japanese wild grape trees were used for our research about sexuality of tree, flowering time, 
weight and length of fruit clusters, berry weight, Brix, acidity, and anthocyanin concentration of the peel. 
Forty-seven of the 83 trees were female, and most of them flowered after May 29. The 30 male trees 
flowered earlier than the female trees. The length and weight of the fruit clusters ranged from 64 to 163 
mm and from 7.9 to 116.4 g, respectively, and greatly varied among the trees. The diameter and weight of 
the berries greatly varied with the lines ranged from 9.4 to 14.5 mm and from 0.8 to 1.9 g, respectively. In 
particular, line No. 8 showed a very high concentration of anthocyanin, and a high sugar : acid ratio for the  
processing suitability.  

Key words：wild grape, fruit character, indigenous line

緒　　言

　ヤマブドウ（Vitis coignetiae Pulliat）は日本国内に

広く分布する野生ブドウの一種であり（寺崎・奥山， 

1977），東北地方や岡山県の一部では栽培が行われている．

特に岩手県では商業栽培化が進められており，‘涼実紫

１号’など品種登録も行われている（赤松，2002；田代，

1997）．山形県では，鶴岡市の朝日地域で特産物として

産業利用が行われており，ワインやジュース等の加工特

産品として利用されている．ヤマブドウ果実にはアント

シアニンが豊富に含まれており，高い抗酸化活性を示す

ことが明らかとなっている（Igarashi et al., 1989）．山

形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター高坂

農場には83樹のヤマブドウが植栽されており，農学部

キーワード：ヤマブドウ，果実形質，在来系統
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学生の研究用，農場産ジャムおよび月山ワイン（庄内た

がわ農業協同組合,月山山ぶどう研究所製造）の原料な

どに利用されている．しかしながら，83樹の中には同

系統と見られる樹体があり，詳細な系統分類はされてお

らず，また，各系統の特性についての報告は一部に限ら

れている（難波，1995）．その他の系統については，ジャ

ムをはじめとする加工品への加工適性をはじめ樹の雌雄

性や開花日などの生理生態的特性は詳しく調査されてお

らず，不明な点が多い．

　また，ヤマブドウは一般の栽培ブドウ品種と異なり雌

雄異株という特性を持つ（難波，1997）．そのため，花

粉を生産する雄株が雌株の近くに存在しなければほとん

ど結実できない．このような特性がヤマブドウ果実の安

定生産の妨げになっており，安定生産のための技術開発

が望まれている．

　このようにヤマブドウは地域資源として有用である一

方で，商業栽培にはさまざまな問題点を抱えている樹種

であるといえる．したがって，園芸作物として利用する

ためには，それらの特性を活かしつつ問題点を解決する

技術の開発や園芸作物としての生理，生態的特性に関す

る情報の整理が必要となる．そのためには，まずヤマブ

ドウ本来の特性に関する基礎的な情報の収集が不可欠で

ある．

　本研究では，山形大学農学部附属やまがたフィールド

科学センター高坂農場に植栽されているヤマブドウ83

樹について，それらの特性に関する基礎的な情報を収集

し，加工等に向く特性を持つ系統を選抜することを目的

として，形態的特性として果房長，果房重，果粒径なら

びに果粒重と，生理的特性として果汁の糖度，酸含量お

よび果皮のアントシアニン含量を調査した．

材料及び方法

１．植物材料

　山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター

高坂農場（鶴岡市高坂）に植栽されている10～33年生

のヤマブドウ（Vitis coignetiae Pulliat）83樹を供試した．

２．雌雄性，開花日および着色開始日

　調査は2010年に行い，83樹のうち開花が認められた

77樹についてそれらの雌雄性および開花日を調査した．

雌雄性については開花した花を肉眼で観察して雄花（機

能性雄花）か雌花（機能性雌花）を判断し，決定した．

開花日は各樹体の開花した花房を確認できた最初の日と

した．着色開始日は各樹体の果房内の果粒の着色が最初

に確認できた日とした．

３．果房重，果房長，果粒径および果粒重

　果房重および果房長は各樹体から10果房を無作為に

選んで，計測した．果房長は，果房の副穂が分岐する部

分から主穂の先端までの長さとし，果房重は穂軸を含む

果房全体の重さとした．果粒径および果粒重は，果房重

および果房長の測定で供試した10果房から1果房当たり

10果粒ずつ，合計100果粒を無作為に選び，それらの横

径と重量を計測した．

４．果汁の糖度，酸含量および果皮のアントシアニン含量

　形質調査を行った果房から無作為に10 gを選び，搾汁

したのち，屈折糖度計（ATAGO，PAL-1型）を用いて

糖度を測定した．また，搾汁液 1 mL を用いて 0.1N の

水酸化ナトリウムを用いて滴定し，滴定酸含量を測定し

た． 

　つぎに，果粒重を測定した果粒からカッターで5mm

四方の果皮切片を切り取り，１％塩酸メタノール20mL

中で一晩低温抽出を行った．10倍に希釈した抽出溶液

の530nmの吸光度を分光光度計（日立，U-1000型）を

用いて測定した．いずれの測定も５反復で行った．

結果及び考察

１．雌雄性，開花日および着色開始日

　調査の対象にした83樹のうち開花が認められたのは

77 樹であった．それら 77 樹の開花期の小花を観察し，

形態的特性に基づいて判断した雌雄性および開花日を第

１表に示した．77樹のうち47樹が雌株で30樹が雄株で

あった．各樹の開花日の差は5月29日から6月3日まで

と6日間の比較的短い期間であった．雄株は5月29日に

23株開花していたのに対し，雌株は開花した株が10株

と少なく，その多くは5月31日以降に開花した．したがっ

て，同センターに植栽されているヤマブドウは，雌株よ

り雄株の方が開花日が早い傾向があることが示された．

ヤマブドウの雄株と雌株の開花日のずれに関してはこれ

までにも報告があり，ヤマブドウの安定生産を妨げる要

因の一つとされている（難波，1995）．この問題を解決
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する手段として，最近ジベレリン（以下，GA）やサイ

トカイニン様活性を有するホルクロルフェニュロン（以

下，CPPU）を果房に処理することによって単為結果を

誘導し無核果実の生産と果粒の肥大をはかる試みも行わ

れている（小岩井ら，印刷中）．このような技術開発が

今後よりいっそう進めば，雄株と雌株間の開花日のずれ

によって引き起こされるであろう不安定な果実生産とい

う問題も解決される可能性がある．

　一方，着色開始日は8月15日（9個体）および23日と

27日（あわせて26個体）に集中していた（第2表）．こ

のように着色開始日が8月後半に集中したことについて

は調査を行った2010年の気温条件によるところが大き

いと推察される．一般にブドウの着色は夜温の影響を受

けるため（森ら，2004），2010年の夏期の高温が全体的

に着色を遅らせた結果，各樹体の着色開始日が集中した

ものと考えられた．

２．果房重，果房長，果粒径および果粒重

　果房長ならびに果房重は，それぞれ64.3～162.5 mm，

7.9～116.4 gと樹体によって大きな差異が見られた（第

3 表）．ま た，果 粒 径 と 果 粒 重 も そ れ ぞ れ 9.4～

14.5 mm，0.8～1.9 gと同様に樹体間差異が大きいこと

が明らかとなった．このような果房の形質の変異に関し

ては，ヤマブドウの結実性が不安定であることが原因の

一つに挙げられる．本調査を行ったセンターのヤマブド

ウは基本的に放任受粉であり，人工受粉は特に行ってい

ない．したがって，前項でも述べたように開花日がずれ

ることによって自然受粉が不確定となり，その結果，結

実が不安定になって，そのことが果房ならびに果粒形質

の大きな変異につながったものと考えられる． 

　このように，本研究で調査したヤマブドウの樹体間に

はそれらの果房や果粒形質に変異が大きいものの，加工

適性の観点から考えれば，果粒の大きい系統，果粒重が

大きい系統は加工の際の歩留まりも高いと考えられ，有

望であると考えられる．したがって，より果実の生産性

が高い系統，すなわち大粒系統を選抜し，それらの中か

ら果実品質のより高いものを選ぶ必要があると考えられ

る．

３．�果汁の糖度，有機酸含量および果皮のアントシアニ

ン含量

　果汁の糖度は最も低い樹体で8.8（ºBrix）であり，最

も高い樹体が17.3であった（第3表）．これは同センター

の樹体を利用した過去の研究（小岩井 , 2011；渡辺 , 

2010）や他の報告（米倉ら, 2003）と比較してかなり低

い値を示している．これは，2010年の夏季における高

温および低下するはずの秋季における夜温が高かったこ

とが原因であると推定された．

　一方，有機酸含量は系統間差が大きく，高いものは

ジュース等の加工には不向きであると思われた．したがっ

て，比較的有機酸含量の低い系統を選抜して果汁加工に

向く系統を選抜していく必要があると考えられた．

　今回の調査の対象の系統のなかには，果皮のアントシ

アニン含量がきわめて高い系統が3系統存在した（第3

表）．特に系統No.8は，糖度も高く，酸度が低い特性を

併せ持っていた．したがって，この系統は近年機能性成

分として注目されているアントシアニン含量が高いのに

加えて，果汁の糖酸比も高いという性質を併せ持ってお

り，その加工適性はきわめて高いことが明らかになった．

しかしながら，同系統は果粒重が小さいので，加工処理

に際する歩留まりの点で問題がある可能性がある．また，

アントシアニンが高いその他の 2 樹（No.10 と No.68）

にも，機能性成分が豊富であるという観点から選抜の対

象として十分な可能性を持つものと考えられた．

　以上のように，調査の結果，山形大学農学部附属やま

がたフィールド科学センター高坂農場に植栽されている

第1表　�やまがたフィールド科学センター植栽のヤマブ
ドウの雌雄性および開花日

第2表　�やまがたフィールド科学センター植栽のヤマブドウの着
色開始日

ヤマブドウ在来系統群の果実特性  ─   池田・岡村・高田・本間・石田・田中・山崎・本間・平
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ヤマブドウ83樹のうちから果汁等への加工適性に優れ

る有望樹を選抜できる可能性があることがわかった．し

かし，果樹は永年性作物であり，果実品質にはかなりの

年次変動があることが予想される．本調査では83樹す

べての特性を調査したが，それらの特性をより明らかに

するためには，年次変動を考慮した経年調査が必要であ

ると考えられる．また，果粒形質の調査のみでは形質の

類似した樹体同士が同系統かどうかは判定することがで

きない．この点については今後，SSRマーカーやAFLP

といった分子生物学的手法を用いた解析も必要であると

考えられる．そのような調査も進めることによって，よ

り機能性に富む果粒を有するヤマブドウの系統が選抜で

きると考えられる．そのことは，ヤマブドウの地域特産

品としての価値の向上に繋がるものであると考えられる．

第3表　やまがたフィールド科学センター植栽ヤマブドウの果実特性
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摘　　要

　山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター

高坂農場に植栽されているヤマブドウ 83 樹について，

雌雄性，開花日，果粒の着色開始日，果房長，果房重，

果粒径，果粒重，果汁の糖度，酸含量および果皮のアン

トシアニン含量を調査した．調査を行った83樹のうち，

77樹が開花し，そのうち47樹が雌株であり，その多く

が5月29日以降に開花した．残り30樹は雄株であったが，

その開花日は雌株より早い傾向があった．果房長，重は

64.3～162.5 mm，7.9～116.4 gと樹体間差異が非常に

大きく，果粒径，果粒重もそれぞれ9.4～14.5 mm，0.8

～1.9 gと同様に樹体間差異が大きいことが明らかとなっ

た．果粒の形質も樹体間差異が大きかったが，果皮にお

けるアントシアニン含量がきわめて高い系統が存在する

ことが明らかとなった．この系統は果汁の糖酸比も高い

性質を併せ持ち，加工適性が極めて高い系統であること

が示された．
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